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資料紹介・展示記録 永澤家文書に見る近代水道の夜明け 

 

                        大崎市教育委員会文化財課 

                                菊地 優子 

鈴木佐知子 

                           

１，はじめに 

 

大崎市教育委員会文化財課では、大崎市

図書館にある郷土資料の展示ブースにおい

て種々の文化財を展示紹介しています。１

年のうちで4種の展示を３ヵ月ほどずつ行

っていますが、そのうちの 1期間は古文書

の新発見資料に基づいた地域の歴史を紹介

しています。令和４年(2022)１月１７日か

ら４月１８日には、「永澤家文書に見る近代

水道の夜明け」と題した展示を行いまし

た。前年の永澤家文書調査で貴重な資料を

発見したことによる急遽の紹介展示でしたが、各方面から注目をいただきました。今回

は、その展示発表をもとに、新たに原稿を書き加えて資料紹介を行います。 

 

２，古川水道の父「永澤才吉」を輩出した永澤家 

明治初期、古川では良質な飲料水に恵まれず、コレラなどの伝染病に悩まされていまし

た。地域の人々を救うため、日本でも１、２の古い歴史を誇る水道の敷設事業に尽力した

永澤才吉は、「古川水道の父」「恩人」と形容されています。 

才吉を輩出した永澤家は近世からの商家であり、『東講商人鑑（あずまこうあきんどかが

み）』（安政２・１８５５年刊）の「仙台領分志田郡古河町諸商人細見」には古河町のうち

七日町で太物・水油・古手を扱う商人として「永澤屋清蔵」の名が見えます。古河町（古

川町）というのは、江戸時代に奥州街道沿いに設けられた宿場町で、慶長９年(１６０４)

に町立てされ、三日町・七日町・十日町の三か町が置かれた、とあります(『古川市史第Ⅰ

巻通史編 1』「近世 古川町」)。永澤家は七日町にあり、前掲『古川市史』の「近世の古

川町」の図には、七日町の南側商家の並びのうち、十日町寄りの場所に「永澤屋」が描か

れています。この場所は大崎市民には「永沢パーキング」として馴染みがある場所です

永澤家文書展示風景（大崎市図書館） 
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が、江戸時代から続く永澤屋の店舗は早くから閉じていたようです。現在、永澤屋の商い

や暮らしの様子を知る古文書は残されておらず、系図も確認できませんでした。 

『志田郡沿革史』などを引用して編まれた菊田定郷編著『仙臺人名大辞書』（昭和７年・

１９３２）によれば、永澤才吉の父は駒蔵といい、永澤彦七より分かれた家で、彦七家が

破産しそうになったところを救った、と書かれてあります。詳細は不明ですが、彦七家が

永澤本家で、駒蔵家が分家と思われます。駒蔵は事業に成功して、天保の大飢饉の際には

米穀を窮民に与えて多くの人を救済し、肝入として天保３年（１８３２）に古川町で６０

文、大柿村で５文の土地を下賜された、とのことです。 

才吉について、『古川市水道１００年の歩み』には、「天保

１１年（１８４０）６月に生まれた。生家は呉服丹(ママ)物

商を営む、この地方の素封家であった。才吉は若いころから

意に決すると後へはひかず、猛進奮闘型で、明治７年（１８

７４）２月、組合伍長に挙げられ、公私の業務に精励、官民

の間にその名が知られた。明治１４年９月、村会議員に選ば

れ、翌年１２月には、古川村、中里村、稲葉村、大柿村の古

川外三村公選戸長となった。この時４４歳」と書かれていま

す。明治１５年にコレラが大発生した時に、病原は飲料水に

あるとして水道工事の必要を説き、私財を投じて設計を求

め、さらに費用捻出のために「水工会」という頼母子講を組

織して基金を創り、反対住民の暴動の中で断固として水道敷設事業の推進にあたった、と

ありました。 

さらに明治１９年には電信局設置にも携わっています。昭和１１年（１９３６）１月２

８日、９７歳で死去しました。 

 

２，永澤家文書発見の経緯 

平成２３年（２０１１）年３月１１日の東日本大震災で大きな痛手を被った大崎市古川

の七日町は、かつては奥州街道の宿場町として栄え、明治以降も宮城県北の中核となる商

業地域として賑わってきました。しかし、大震災以後に七日町の旧御仮屋跡に災害公営住

宅が建造されると、商業地域の中に一気に居住空間が広がり始めました。平成２５年(２０

１３)から、「大崎市中心市街地復興まちづくり計画」が策定され、大崎市の中心市街地の

中核として商住共存の街づくりが進められることになりました。令和４年（２０２２）３

月に事業は竣工し、４月より新たな七日町がスタートしました。 

この事業により、当該地区の古い商家や蔵は解体、または移転することになりました。

そのうち永澤才吉家は、七日町通り沿いから南側の川端にかけての細長い敷地内に住まい

「永澤才吉肖像画」永澤家

文書 
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と蔵がありました。住居はすでに残っていませんでしたが、令和２年４月に敷地内にある

土蔵を解体することになり、３月に親族から文化財課に確認調査の依頼がありました。 

 

４月 7日に所蔵者の永澤氏とご親族立ち会いのもと土蔵を開け、内部を確認したとこ

ろ、写真のような生活用具や掛け軸類、古文書などが入っていました。母屋が無人となっ

てからだいぶ年数が経過していたこともあり、蔵は埃をかぶった状態にありました。永澤

家のご厚意で寄贈していただくことになった古文書・民具類はいったん大崎市教育委員会

文化財課の整理室に運び、埃を払いながら内容確認をして、現状を撮影しました。このう

ち古文書類については、市内で活動をしている岩出山古文書を読む会に整理作業への協力

を依頼し、１点ずつ封筒に入れ、表題を付けて、目録を作成しました。 

 

 

 

「永澤氏吉相之家図」明治辛未（４年）永澤家文書                      

図の右手が七日町に面した店舗および住まい、左手が川端に面した奥で、図中の「文庫」が今回調査

した蔵と考えられる。 
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３，調査で分かったこと 

寄贈を受けた資料は民具・軸物を含めて６０８点です。そのうち、軸物を除く文書類は

５４９点ありました。文書類については江戸末期から昭和にかけての明治の地主・小作関

係、志田郡古川戸長役場関係、古川町関係文書など多くの文書が遺されていました。往来

物や文芸書・辞典類には江戸時代に発行されたものも含まれていました。これらは目録の

作成と写真撮影が完了し、将来の大崎市史編さんや地域の歴史を知るための資料として、

大崎市で保管をしています。 

さて、今回の古文書発見は、文書の重

要性という点からも貴重ではあったので

すが、これまでの調査の盲点や近代文書

の埋没という点にも驚きがありました。

古川の水道敷設事業については『古川市

史水道１００年のあゆみ』『古川市史第２

巻通史Ⅱ』などで詳述されており、関係

各所に水道の歴史を記した看板も建てら

れていて、日本で２番目と謳われた水道

敷設事業が旧古川市民にとっていかに誇

りであったかを感じさせられます。 

しかし改めて『水道１００年のあゆみ』

などの文献を読むと、根拠とした資料は

『奥羽日日新聞』のリアルタイム取材記事

であったことが分かりました。当時『奥羽

日日新聞』はこの事業を丹念に取材し、記

事として掲載していたのです。 

永澤家の蔵に、近代水道敷設当時の生々

しい原本資料が残っていたことは、大き

な衝撃でした。事業推進当時に作成され

た書類の数々は、戸長であった永澤氏の

手元にあり、役目を終えた時点で蔵に納

められ、今回扉を開けるまで誰の目にも

触れることなく眠っていたことになりま

す。かつての古川市史編さんの調査でも、残念ながら発見することができなかったようで

す。 

永澤才吉が関わった水道関係や電信電話関係文書などがまとまって残されていましたが、

残念ながら江戸時代から続いた永澤屋の商いに関わる古文書はまったく残されていません

「明治の上水道施設跡（東大崎の試験井戸）」を

紹介する看板。東大崎地区歴史研究会の作成で

す。 

「古川水道の由来」 創業当時の井側が発見され

た七日町に建立されています。 

「古川の水道の由来」を紹介する看板。大崎市古

川台町に建立されています。台町の再開発工事の

際に井側が発見されたことを記念して建てられま

した。 
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でした。しかし、旧古川市民、現在の大崎市民にとって、当時の関係者の苦心の跡や叡智

の結晶を証言してくれる文書が失われず、救済できたことは幸いでした。 

４，資料紹介 

本項では令和４年の展示会に展示した資料を改めて紹介します。 

 

① 水工会頼母子掛金収入日計簿  明治１６年（１８８３）６月２９日  会計係  

 膨大な水道敷設工事費をねん出するため、戸長永澤才吉は「水工会」という頼母子講を

組織し、有志３２８人を募って４，４００円を調達した、と言われています。この日計簿

によると、頼母子は６月２９日から翌年２月まで９回が行われました。 

 

② 志田郡古川飲料水道敷設入費積り明細調書  

年代不詳（明治１６年か）  請負人 佐々木丙吾 
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 古川の水道の水源は玉造郡大崎村字下伏見に求められ、汲み上げた原水を古川駅七日町

までの全長３，０００間（約５，４６０ｍ）の区間に通すための水道を敷設する経費見積

明細書です。濾過機や検査樽の埋め込み費用など、合計１，８９７円５９銭の見積もりで

すが、この中に土管の製造費用は含められていません。 

 

⓷土管製造積算  (明治１６年７月４日) 

  渡辺儀助 → 戸長永澤才吉殿・新田権右衛門殿 

 

 古川の水道敷設事業には宮城県からの技師が派遣され、焼いた土管を連結して給水管と

する、という方法が取られることに決定しました。工事に必要な土管１０，５００本のう

ち、これから製造する６，０００本を監獄囚徒に、３，０００本を市中職工（仙台堤焼職

工など）に製造させる予定であること、日数は５０日間が見込まれることなどを知らせて

います。発信者の渡辺儀助は宮城県の土木課の技術者でした。 

 

④ 土管製造出来御渡定約書  明治１６年７月４日 

  田中忠之助 → 永澤才吉殿・新田権右衛門殿 

土管製造人の田中忠之助から提出された製造に関する定約書です。田中は平山陽三の代

理人として製造工事にあたりました。平山という人物は宮城監獄の瓦製造技師として雇わ

れていた人でした。 
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⑤ 土管納簿   明治１６年  平山（陽三） 

 平山陽三は、岐阜県出身、宮城監獄で囚人たちに瓦の製造を教えていた人でした。この

頃水道に用いる土管の製造がうまくいかず暗礁に乗り上げていたところで、県では平山を

指導者に招き、囚人たちを使役して土管の製造を行うことになりました。この資料は、平
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山の代理人として製造にあたる田中忠之助から工事請負人の佐々木丙吾に土管が納入され

た記録です。 

 

⑥ 古川市街地江分水引候御入費積明細書 

「線路長１，２００間之見積市街地溜井１９ヶ所 

   一金弐百弐拾八円也」とあります。 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

  

七日町「富士東商店」敷地から原型をとど

めて掘り出された井側。現在は大崎市上下

水道課の庁舎前に展示されています。 
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⑦ 式辞 大正３年８月１５日 古川町長佐々木文治  

 

 

 

 

 

 

「紀功碑」 

大正３年（１９１４）に、永澤才吉の功績を讃

えて、古川町議会の決議のもとに建立されまし

た。現在は大崎市上下水道課の敷地内に立って

います。永澤家文書には、大正３年に執り行わ

れた碑の除幕式における町長佐佐木文治の式辞

と宮城県会議員佐々木吉四郎の祝辞、永澤才吉

の答辞が残されていました。 
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⑧ 答辞 大正３年８月１５日 永澤才吉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５，終わりに 

 旧古川町の水道工事は、明治１６年に着手し、１７年に竣工になりましたが、「土管を

焼いて連結して水を流す」という、当時としては画期的な方法でした。古川町のみならず、

当時の宮城県の技術者の叡智を集めた誇れる事業だったと考えられます。そして資金を調

達するために「頼母子講」を立ち上げて民間のお金を集めた、という永澤才吉の大英断に

も感服させられます。未来に語り伝えたい「近代の夜明け」を証言する資料として紹介し
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き
、
然
る
に
町
議 

会
を
経
て
功
績
紀
念
の
碑
を
諏 

訪
公
園
地
に
樹
て
、
不
肖
の
老
後
を 

慰
め
ん
と
す
る
も
の
、
寧
ろ
慚
愧
に 

不
絶(
た
え
ず)

、
建
碑
の
工
将
に
竣(

お
わ)

り
て
、
茲 

に
除
幕
式
の
盛
典
を
張
り
、
諸
星 

の
参
列
を
仰
く
、
不
肖
の
光
栄
家 

門
名
聞
何
物
か
之
れ
に
越
こ
也 

茲
に
謹
で
感
謝
の
意
を
表
し
以 

て
答
辞
と
す 

 

大
正
三
年
八
月
十
五
日 

 
 
 
 
 
 
 

永
澤
才
吉 
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ました。 

永澤家文書は今後の大崎市の歴史解明に大きな貢献をしてくれるものと考えています。 

引用参考文献 

・㈱大崎タイムス社編集局長後藤新平編集 『古川市水道百年の歩み』 古川市水道事業

所発行 （昭和６１年６月１日刊）

・古川市史編さん委員会編集 『古川市史 第 2 巻 通史Ⅱ』 大崎市発行（平成２１年８月３

１日）


